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 第三部 「再」／“再”を含む中日同形語 
  第一章 「再度」と“再度” 
  第二章 「再三」と“再三” 
  第三章 「再び」と“再” 
 終章 結びと今後の課題 
 







































て、意味と文法から迫った試論である。                            
 
試 問 結 果 の 要 旨  
 
２０１７年２月１６日 
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審査員３人は、２０１７年２月１６日１１時から１２時２０分まで、学位申請者であ
る万礼氏に対し、本論文に関する公開の試問を行なった。はじめに、申請者による口頭
での論文要旨の発表があり、続いて審査員から申請者に、日中同言語における副詞の位
置づけとその範囲をめぐる問題、同形語をどのようにとらえるのか、コロケーションを
どのように位置づけるか、日本語の中の漢語と和語との関係をめぐる問題などについて
質問や疑義が寄せられた。それに対して、申請者は概ね的確な回答をした。回答を通し
て、申請者が中国語と日本語の言語現象に対して深い理解と見識をもっていること、事
例を鋭く分析する能力を備えていることが確認された。よって、本論文の提出者万礼氏
が博士（日本語日本文化）（同志社女子大学）の授与に値する十分な学力を有するもの
と認める。 
 
